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2006 年 3 月 20 日（月）上海社会科学院の仲介で、上海市浦東開発区の「上海松下プラズマ
ディスプレイ有限公司」を訪問した。同社の久保田人事課長が、対応された。 
松下プラズマディスプレイ（株）は、松下電器（株）（75％）と東レ（株）（25％）との合弁
会社であるが、2001 年に、この松下プラズマディスプレイ（株）が、SVA エレクトロン社等と
合弁で「上海松下プラズマディスプレイ有限公司」を設立、プラズマディスプレイの生産を開
始している。 
 松下電器（株）は、デジタル家電の市場拡大、サッカー・ワールドカップ大会の放映、地上
波デジタル放送の拡大、北京五輪の開催等と関連して、特に、薄型 TV 市場での国際的な競争に
積極的に挑んでいる。松下電器（株）のみでなく、世界の主要電気メーカーが、薄型 TV 市場の
拡大予測を基に、基幹部品パネル、ディスプレイの開発と生産拡大競争に参画している。シャー
プを代表に中小画面に強いとされてきた液晶パネルの生産拡大が先行しており、一層薄く、低
コストで、省エネルギーで、視野角の広い有機 EL（エレクトロ・ルミネッセンス）の開発も続
いている。 
松下電器（株）グループでは、液晶 TV の生産も実行しており、南米や東欧で、また、日立と
の共同出資で、千葉県で液晶の生産を倍増する勢いである。ただ、松下プラズマディスプレイ
（株）が得意とするのは、社名の通りプラズマディスプレイである。大型画面は特に、コスト
面からプラズマディスプレイが有利とされていたが、大型画面でも液晶勢が台頭しており、ま
た、プラズマディスプレイの生産においても、厳しい国際的な競争が展開されている。かって、
プラズマディスプレイの生産では、韓国のサムスン電子が一位であった。しかし、ここ数年、
松下電器（株）は、プラズマディスプレイの生産に巨額な投資を実行しつつあり、2005 年の松
下電器（株）のプラズマ TV の世界出荷台数に占めるシェアは 25％程度にまで上昇し、第一位
となっている。ついで、韓国の LG 電子、サムスン電子が続いている。3社の間では、激しいシェ
ア争いがあり、松下電器（株）が、韓国 LG 電子がプラズ・マディスプレイ・パネルの特許を侵
害しているとして販売差し止め仮処分を東京地裁に申請するといった事態も起きている。2006
年には、液晶勢の一層の攻勢と松下のシェア低下が起きている。 
それにしても、特に、２１世紀に突入して、松下電器（株）及び松下プラズマディスプレイ
（株）は、巨額な投資を実行し、薄型 TV にとどまらず商業用等多目的なプラズマディスプレイ
市場の開拓を追求、品質、生産コスト、生産効率の向上を課題とし、勢力的にプラズマディス
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プレイの開発と生産拡大を推進している。2001 年には、「上海松下プラズマディスプレイ有限
公司」を合弁で設立しているし、2004 年以来、大阪府茨木市の第 1、第 2 工場の設備増強、さ
らに、尼崎市に第３工場を建設している。また、2005 年には、（株）日立製作所と松下電器（株）
とが、プラズマディスプレイ事業の包括的協業を進めることに合意している。そして、高性能
のプラズマ TV、37 型、42 型、50 型を次々に発売している。なおも、2006 年には、チェコ工場
でも、液晶テレビとプラズマ TV の生産能力の倍増を計画しているし、なにより、第 3工場の隣
接地に、1,800 億円を投資し、2007 年稼動予定の第 4 工場の建設に着手している。PDP 生産の
世界シェア４割を目指し、2008 年には、国内 4工場と今回訪問した「上海松下プラズマデイス
プレイ有限公司」の 5工場で、月産 92 万台を上回るような世界一の量産体制の構築が期待され
ている。それでもなお、松下電器（株）は、2008 年以降には、新工場が必要との強気の予測を
している。 
今回訪問した「上海松下プラズマディスプレイ有限公司」は、指摘したように松下プラズマ
ディスプレイ（株）が、SVA エレクトロン社等と合弁で設立した会社である。授権資本金は 1
億 4,000 万ドル、投資総額は約 2 億ドルである。従業員は 1,150 名で、デバイスからセットま
での生産を担っている。2005 年の生産状況は、月産 18 万 6,000 台であり、先の 92 万台体制の
約２割が中国で生産されることになる。中国国内の競合メーカーは 16 社であり、2005 年、シェ
ア 16.8％ということであった。R&D、基本設計は、マザー工場である尼崎工場、茨木工場が担
当、パネル材料は、日本から輸入している。板ガラス、プリント基板、セット部品は、現地調
達しており、現地調達率は、5～6割程度である。ただし、調達先の大部分は、中国内の日系企
業である。中国市場を意識しながらも、低賃金等中国の特徴を生かし、世界の市場動向を前提
にした生産が実行されている。 
激しい国際競争を勝ち抜くための生産拡大戦略が国際的規模で展開されており、浦東開発地
区の一工場が、企業内国際分業のネットワークに組み込まれ、機能していることの片鱗に触れ
た想いである。ただ、薄型 TV 市場は、液晶、プラズマを合せて相当の生産拡大が進行している。
関連して、価格下落が、急展開している。１インチ、１万円などというのは、過去の話となっ
てしまった。それだけに、量産効果をねらっての一層のコストダウンが必要となる。早晩、業
界の再編成は、不可避であろう。数年先の松下の国際的な分業体制の実体と「上海松下プラズ
マディスプレイ有限公司」の生産体制を再確認したいものである。 
